
『２１世紀環境先進都市の創造』
　新年度からごみに係る手数料の改定を行い、ごみ処理経費
の財源に充てるとともに、モデル地区を設定するなど、ごみ
減量化・資源化を積極的に推進します。

　木造住宅の耐震診断の補助制度を創設し、建築物の地震被
害の防止を推進します。

○地震被害の防止

『２１世紀健康文化都市の創造』

　「出雲市健康増進計画」に基づき、具体的な行動目標を提案
するとともに、「一人一運動」の実践を促す健康増進キャン
ペーンを展開します。

○出雲市健康増進計画
　老朽病棟の改築整備と別途新設整備する健康福祉拠点施設
の本年中の着工を目指します。

○総合医療センターと健康福祉拠点の整備

　出雲地域で上津浄水場のクリプトスポリジウム対策に着手
するほか、平田地域で県の用水供給事業からの受水開始に向
け、配水管等の整備を進めていきます。

○上水道整備

　新たに平田東部地区の簡易水道の統合整備に着手します。
○簡易水道整備

　公共下水道事業では、平田地域の河下地区で新年度中の供
用開始に向けた処理場の建設など、計画的に整備を進めてい
きます。
　漁業集落排水事業では、平田地域の西地合地区で事業に着
手するほか、大社地域の鷺浦地区で事業採択に向けた諸準備
を進めていきます。

○下水道整備

○３Ｒの推進

　サイレン網の整備をさらに進めるとともに、平田地域で計
画している告知放送システムの受信端末機の購入費助成を始
めます。

○防災対策

　山陰自動車道出雲インターチェンジ（仮称）の供用開始に向
けた西部の消防拠点整備に着手します。

○消防救急体制

　市の直営により、安全・安心の健康増進施設として、一層
の定着・発展に全力で取り組みます。

○出雲ゆうプラザ

　島根大学医学部附属病院に、出雲市からの寄附により、全
国に先駆けて設置した「腫瘍臨床研究部門」では、がん検診
体制の構築や新たな早期診断法の確立、最先端のがん医療を
受けられる環境整備などを推進します。

○がん対策

　景観形成地域の指定や事業者等への助
言・指導などを盛り込んだ「出雲市景観条
例」を今議会に提案したほか、市独自の屋
外広告物規制について検討を進めます。

○出雲市景観条例など

『２１世紀人材育成都市の創造』
　経済的支援として昨年創設した第３子以降保育料の完全無
料化を引き続き実施します。

　既存制度では支援措置の少ない父子家庭に対して新たな支
援措置を創設します。

○第3子以降保育料の完全無料化

　川跡幼稚園の改築、四絡小学校の校庭整備、旭丘中学校お
よび塩冶小学校プールの移転用地取得のほか、校舎・園舎の
改修を進めていきます。

○学校施設の整備

　「神在月文化振興月間」に
は、市民の作品展示やロ
ビーコンサートなどを盛り
込んだ「市民参加事業オー
プニング（仮称）」を開催し
ます。

○出雲総合芸術文化祭

　11月に内閣府と共同で開催し、「男女共同参画宣言都市い
ずも」を全国へ発信します。

○全国男女共同参画宣言都市サミットの開催

　国富コミュニティセンターと佐香コミュニティセンターの
整備を進めます。

○コミュニティセンターの整備

　Ｕ・Ｉターン者を対象に、住宅建築・リフォーム助成の制
度を設けます。

○定住支援

　アイルランドダブリン州の「ダンレアリー・ラスダウン
区」との友好交流の協定締結の実現を目指します。

○国際交流

　青少年がお花、お茶、囲碁、将棋などの和文化に触れ、し
つけや作法などを修養する場として、また和文化を継承・普
及・啓発する場として整備していきます。

○青少年文化センター（仮称）の整備

　平田地域に新センターを整備するため、建設用地の調査、
設計に着手するほか、市内３つの給食センターの配食校の再
編を検討します。

○学校給食センターの整備

○父子手当の創設

　川跡地区など人口急増地区における保育所の新設や定員の
拡大により待機児童を解消するほか、日御碕幼稚園では、長
時間預かり保育を実施します。
　平成21年４月を目途に民営化する平田保育所の移管先法人
選定等の準備を進めていきます。

○保育所・幼稚園

　「放課後子ども教室」と「放課後児童クラブ」を２本柱に小学
校区で放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を確保します。

○放課後児童対策

　新たに市内すべての小中学校に「読書ヘルパー」を配置
し、教室や図書館での読書学習の成果を上げていきます。

○読書ヘルパー

　教育バスを追加配備し、市内全域での活用を実現すること
により、児童生徒の校外学習の充実に努めます。

○教育バスの充実

　「出雲市人権施策推進基本方針」に基づき、関係機関と連携を
図りながら、さまざまな人権問題の解決に向けて一層努力します。

○人権・同和教育の推進

　新年度から市内すべての小中学校で実施していきます。
○出雲式小中一貫教育

平成20年度市長施政方針

広報いずも 2008.2.287 広報いずも2008.2.28 6

総合医療センターと健康福祉拠点施設のイメージ図。
健康づくりのまちに応える拠点施設“健康発信ステーション”を目指します

光り輝く「神話の夢舞台 出雲」の
　発展を求めて…
光り輝く「神話の夢舞台 出雲」の
　発展を求めて…
光り輝く「神話の夢舞台 出雲」の
　発展を求めて…

●広域連携・広域行政の推進
　昨年末に2市3町（出雲市・雲南市・奥出雲
町・飯南町・斐川町）で発足した「出雲の國・斐
伊川サミット」において、多様な住民交流発
展への共同事業に取り組みます。
　斐川町との間においては、消防業務の受
託を今後3年に限り延伸し、その間「出雲の
國広域連携推進研究会」（仮称）を立ち上げ、
相互理解やパートナーシップを強化します。

●「日本の心のふるさと出雲」
　応援寄附条例の制定
　ふるさと納税制度の導入を踏まえて、出
雲市の発展を願う郷土出身の方々をはじめ
全国の皆様から、日本の心のふるさと出雲
への支援をいただくための寄附を募り、そ
の意思に即した事業に活用します。

●まちづくり基本条例（仮称）の制定
　新市建設の基本指針である「住民が主役
のまちづくり」を具現化するため、これま
での各般の政策条例の体系化を図り、市民
と行政の連携・協働によるまちづくりを進
めます。

●新庁舎の建設
　20年度中の完成を目指す新庁舎は、都市
行政機能の高度化・効率化はもとより、市
民の交流や学習、芸術文化の舞台として活
用できる、いわば「市民センター」として
準備を進めています。
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昨年7月に上演した、市民総勢200人
による出雲オペラ「カルメン」
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